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２
０
０
１

藤
本
秀
夫
氏
が
会
長
に
就
任
／

第
12
代
講
師「
レ
ブ
リ
ー
フ
ァ
ミ

リ
ー
」招
へ
い
／
第
５
回
デ
ュ
ア

リ
ン
ガ
町
友
好
訪
問
団
受
け
入

れ
事
業

２
０
０
２

第
13
代
講
師「
キ
ー
レ
ン
＆
リ

サ
」招
へ
い

２
０
０
３

第
14
代
講
師「
ブ
レ
ン
ダ
ン
＆

グ
レ
タ
」招
へ
い
／
第
５
回
セ
ン

ト
メ
ア
リ
ー
学
院
受
け
入
れ
事

業
／
に
ほ
ん
ご
く
ら
ぶ
開
催
／

ド
イ
ツ
語
講
座
開
催
／
藤
沢
町

国
際
友
好
親
善
の
町
提
携
10

周
年
記
念
式
典
・
藤
沢
町
国
際

交
流
協
会
20
周
年
記
念
式
典

２
０
０
４

第
15
代
講
師「
ロ
ー
ワ
ン
＆
キ
ル

シ
カ
」招
へ
い
／
第
15
回
中
高
生

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
短
期
留
学
事
業

／
第
１
回
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
開
催

２
０
０
５

第
16
代
講
師「
ウ
イ
リ
ア
ム
＆

ジ
ェ
マ
」招
へ
い
／
第
10
回
日
越

教
育
交
流
事
業

２
０
０
６
Ｊ
Ｅ
Ｔ
‐
Ａ
Ｌ
Ｔ「
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ

ル
ッ
カ
ー
」招
へ
い
／
映
画「
裸

足
の
１
５
０
０
マ
イ
ル
」上
映

２
０
０
７

髙
橋
義
太
郎
氏
が
会
長
に
就
任

／
Ｊ
Ｅ
Ｔ
‐
Ａ
Ｌ
Ｔ「
タ
ナ
・
サ
リ

バ
ン
」招
へ
い

２
０
０
８

Ｊ
Ｅ
Ｔ
‐
Ａ
Ｌ
Ｔ「
ヘ
ザ
ー
・
ケ
ン

リ
ッ
ク
」招
へ
い
／
国
際
姉
妹
都

市
提
携
調
印
式（
８
月
セ
市
、11

月
藤
沢
町
）

２
０
０
９

第
20
回
中
学
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

短
期
留
学
事
業
／
第
10
回
ブ

ラ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
州
立
高
受

け
入
れ
事
業
／
Ｊ
Ｅ
Ｔ
‐
Ａ
Ｌ

Ｔ「
ア
マ
ン
ダ
・
ハ
ー
ビ
ー
」招
へ

い
／
在
ベ
ン
ト
ナ
ム
藤
沢
会
結

成
総
会

２
０
１
０

第
15
回
日
越
教
育
交
流
事
業
／

セ
ン
ト
ラ
ル
ハ
イ
ラ
ン
ズ
市
ガ
ー

デ
ン
ク
ラ
ブ
受
け
入
れ
事
業

２
０
１
１

国
際
姉
妹
都
市
提
携
調
印
式

（
11
月
一
関
市
）

２
０
１
２

国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
開
催
事
業

／
豪
州
姉
妹
都
市
と
の
同
時
凧

揚
げ
震
災
等
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
３

国
際
姉
妹
都
市
郷
土
芸
能
団
体

派
遣
事
業
／
藤
沢
町
国
際
交
流

協
会
設
立
30
周
年
事
業

住
民
主
体
の
草
の
根
交
流

　

83
年
に
初
の
国
際
理
解
講
師
を

迎
え
、
藤
沢
の
国
際
交
流
活
動
は
ス

タ
ー
ト
し
た
。
同
年
、
国
際
親
善
協

会（
＝
現
国
際
交
流
協
会
）
が
設
立
さ

れ
、住
民
レ
ベ
ル
で
の
草
の
根
交
流
が

始
ま
っ
た
。
夫
婦
や
家
族
で
訪
れ
た

国
際
理
解
講
師
は
、
学
校
教
育
や
英

会
話
教
室
な
ど
で
活
躍
し
た
ほ
か
、

地
域
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
、
多
く
の
住
民
と
交
流
を
深
め
た
。

　

中
高
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
短
期
留

学
事
業
は
90
年
に
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ

ま
で
延
べ
２
１
１
人
の
中
高
生
が
海

を
越
え
、
国
境
を
越
え
て
、
異
文
化

や
大
陸
の
生
活
を
体
験
し
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
草
の
根
交
流
が
実
を
結

び
93
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
デ
ュ

ア
リ
ン
ガ
町（
＝
現
セ
ン
ト
ラ
ル
ハ
イ

ラ
ン
ズ
市
）
と
国
際
友
好
親
善
の
町

を
提
携
。
97
年
に
国
際
交
流
協
会
に

改
名
、
98
年
に
は
国
際
友
好
親
善
の

町
５
周
年
を
記
念
し
て
同
町
に「
日

本
庭
園
」
や「
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
な

ど
交
流
の
シ
ン
ボ
ル
を
建
設
、
両
町
・

両
国
間
の
絆
は
さ
ら
に
深
ま
っ
た
。

　

短
期
留
学
の
受
け
入
れ
先
で
あ
る

ト
ゥ
ー
ン
バ
市
の
セ
ン
ト
メ
ア
リ
ー

高（
男
子
）と
セ
ン
ト
ウ
ル
ス
ラ
高（
女

子
）
と
は
友
好
協
定
を
締
結
。
中
高

生
の
相
互
派
遣
を
続
け
て
き
た
。

　

一
方
、96
年
か
ら
は
、ア
ジ
ア
に
も

目
を
向
け
、ベ
ト
ナ
ム
学
生
を
招
い

て
の
日
越
教
育
交
流
事
業
も
ス
タ
ー

ト
。こ
れ
ま
で
約
１
０
０
人
の
ベ
ト
ナ

ム
学
生
を
受
け
入
れ
、両
国
の
交
流

の
懸
け
橋
に
も
な
っ
て
い
る
。09
年

に
は
、ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
在
ベ
ト
ナ

ム
藤
沢
会
が
結
成
。そ
の
ほ
か
フ
ィ

ジ
ー
か
ら
陶
芸
研
修
生
を
受
け
入
れ

て
、藤
沢
野
焼
祭
へ
の
参
加
を
通
し

て
世
界
に
情
報
発
信
す
る
な
ど
、幅

広
い
交
流
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

　

99
年
の
国
際
交
流
基
金
地
域
振
興

賞
、
２
０
０
０
年
の
自
治
大
臣
表
彰

は
、
こ
う
し
た
国
際
交
流
協
会
、
地

域
、
住
民
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
地

域
ぐ
る
み
で
の
交
流
が
高
い
評
価
を

受
け
た
も
の
だ
。

　

２
０
１
１
年
に
は
合
併
で
一
関
市

と
な
り
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ハ
イ
ラ
ン
ズ
市

と
国
際
姉
妹
都
市
を
提
携
し
た
。

　

藤
沢
を
訪
れ
る
多
く
の
外
国
人
が

藤
沢
フ
ァ
ン
に
な
る
。
訪
れ
る
人
の

心
を
動
か
す
魅
力
は
、
言
い
換
え
れ

ば
地
域
の
誇
り
。
こ
の
時
、
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
は
、
地
域
も
、
国
際
交

流
も
、
イ
ベ
ン
ト
も
、
み
ん
な
こ
こ
に

住
む
人
た
ち
が
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
。

実
は
そ
ん
な
住
民
こ
そ
他
に
誇
れ
る

一
番
の
自
慢
で
あ
り
、
藤
沢
の「
宝
」。

な
ぜ
な
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は

住
民
な
の
だ
か
ら
。

★

髙
橋
義
太
郎
さ
ん

一
人
で
も
多
く
の
子
供
た
ち
に

世
界
を
経
験
し
て
ほ
し
い

Takahashi Yoshitaro

２
０
０
７
年
藤
沢
町
国
際
交
流
協
会
会
長
に
就
任
、現
在
に
至
る
。合
併
前
の
旧
藤
沢

町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
。㈲
橘
石
材
店
代
表
取
締
役

赤
道
の
先
、南
半
球
に
あ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日

本
の
約
20
倍
の
面
積
を
誇
り
、

雄
大
で
美
し
い
自
然
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　

83
年
に
前
身
の
藤
沢
町
国

際
親
善
協
会
が
設
立
さ
れ
、

藤
沢
の
国
際
交
流
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。30
年
間
に

招
へ
い
し
た
国
際
理
解
講
師

は
16
代
32
人
。中
高
生
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
短
期
留
学
事
業
や
町

民
の
翼
海
外
研
修
事
業
な
ど

で
渡
豪
し
た
人
は
約
３
０
０

人
。数
え
切
れ
な
い
思
い
出
と

語
り
尽
く
せ
な
い
感
動
は
、生

涯
の
宝
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交

流
も
活
発
で
、
こ
れ
ま
で
約

１
０
０
人
の
学
生
が
訪
れ
、日

本
を
学
び
、多
く
の
町
民
と
友

情
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

藤
沢
の
国
際
交
流
の
特
徴

は
行
政
と
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
繰
り
広
げ
る
草
の
根

交
流
で
す
。藤
沢
に
は
人
を
温

か
く
迎
え
る「
土
壌
」と
、互
い

を
認
め
合
い
、受
け
入
れ
合
う

「
愛
情
」が
あ
り
ま
す
。人
と
人

と
が
つ
な
が
っ
て
、心
と
心
が

結
ば
れ
て
、交
流
の
輪
は
大
き

く
広
が
り
ま
し
た
。「
友
情
」は

や
が
て「
信
頼
」へ
と
変
わ
り
、

つ
い
に
は「
絆
」
へ
と
進
化
し

て
国
際
姉
妹
都
市
を
提
携
す

る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

30
年
の
節
目
に
当
た
り
、忘

れ
て
な
ら
な
い
の
は
、95
年
か

ら
01
年
ま
で
会
長
を
務
め
た

橋
本
輝
雄
氏（
故
人
）
の
国
際

交
流
に
対
す
る
熱
い
思
い
で

す
。橋
本
氏
は
、他
に
先
駆
け

て
青
少
年
の
海
外
派
遣
構
想

を
提
唱
し
、自
ら
の
浄
財
で
中

高
生
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

派
遣
し
た
り
、ベ
ト
ナ
ム
か
ら

学
生
た
ち
を
招
い
た
り
し
ま

し
た
。
あ
の
実
行
力
は
、誰
も

ま
ね
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

あ
ら
た
め
て
氏
の
功
績
に
敬

意
と
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

　

赤
道
を
越
え
た
友
情
の
絆

は
深
ま
る
一
方
で
す
。引
き
続

き
、一
人
で
も
多
く
の
子
供
た

ち
に
渡
豪
し
て
ほ
し
い
で
す
。

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
時
代
、貴
重

な
体
験
は
、き
っ
と
人
生
の
糧

と
な
り
、生
き
る
力
を
育
ん
で

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
１
／
藤
沢
町
国
際
交
流
協
会
長

豪州北東部のクイーンズランド州にあるセントラルハイランズ市は、面積59,884k㎡（一関市

の約48倍）、人口31,078人（一関市の約４分の１）で主要産業は鉱工業と農業

日越教育交流事業で5人のベトナム学生が訪問

　「第18回日越教育交流事業」は11月15日から25日まで行われ、ホーチミン貿易大学

の女子学生5人と引率2人の7人が来日しました。
　訪れた学生は、グエン・チィ・グォク・チャウさん、グエン・ツィー・チャンさん、コー

ン・ブー・ホーン・ゴックさん、ブー・ティー・タン・ヴァンさん、クーン・ティー・ツィー・リ
ンさん。引率は、在ベトナム藤沢会チャン・チュン・ユン会長と貿易大学日本語学科長

のグエン・ティ・ニュー・イーさん。一行は藤沢町内にホームステイしながら企業や学
校を訪問したり、藤沢町国際交流協会30周年記念式典に出席したりして、市民と交流

を深めました。学生たちは「あいさつ文化を感じます」「優しくて親切なところは日本と

ベトナムの共通点」「最も魅力を感じるのは着物です」などと話していました。

勝部修市長を訪問した学生たち。左から協会役員の
千葉博之さん、チュウさん、リンさん、チャンさん、勝
部市長、ヴァンさん、ゴックさん、イーさん、ユン会長

クイーンズランド州

セントラルハイランズ市

千
葉
登
美
夫
さ
ん

国
同
士
で
相
互
に
助
け
合
え
る

最
高
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に

C
hiba Tom

io

ベ
ト
ナ
ム
の
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
千
葉
さ
ん
。２
０
１
２
年
に
ユ
ン

会
長
と「
ツ
イ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
」を
設
立
。㈱
フ
ジ
テ
ッ
ク
岩
手
代
表
取
締
役

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
２
／
藤
沢
町
国
際
交
流
協
会
会
員

★

食
文
化
、感
性
、生
活
様
式
、

さ
ら
に
は
考
え
方
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
比
較
し

た
時
、世
界
で
日
本
人
と
一
番

近
い
の
は
ベ
ト
ナ
ム
人
だ
と
言

え
ま
す
。

　

96
年
に
初
め
て
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

彼
ら
は
頭
脳
明
晰
、豊
か
な
感

性
、ま
じ
め
で
や
さ
し
い
人
柄

な
ど
、日
本
人
に
よ
く
似
て
い

ま
す
。「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
だ
け
の

交
流
で
は
も
っ
た
い
な
い
」と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

同
じ
こ
ろ
、在
ベ
ト
ナ
ム
藤

沢
会
の
チ
ャ
ン
・
チ
ュ
ン
・
ユ
ン

会
長
も「
も
っ
と
深
い
交
流
を
」

と
考
え
て
い
ま
し
た
。私
た
ち

は
意
気
投
合
し
、両
国
を
つ
な

ぐ
パ
イ
プ
役
に
な
る
会
社「
ツ

イ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

日
越
教
育
交
流
事
業
で
藤

沢
を
訪
れ
た
学
生
の
多
く
が

卒
業
後
、日
本
へ
の
就
職
を
希

望
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、日
本

は
永
住
や
就
労
の
ビ
ザ
申
請
が

厳
し
く
、外
国
人
の
定
住
が
困

難
で
す
。一
方
、日
本
か
ら
海
外

へ
の
移
住
は
比
較
的
簡
単
で
日

本
人
の
海
外
流
出
は
止
ま
り

ま
せ
ん
。

　

藤
沢
町
は
過
疎
化
と
少
子

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。人

口
が
減
少
す
れ
ば
、商
売
は
成

り
立
た
な
く
な
り
ま
す
。若
い

人
が
い
な
け
れ
ば
、高
齢
者
を

支
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り

ま
す
。地
域
が
活
性
す
る
た
め

に
は
人
口
増
加
は
必
須
で
す
。

　

以
前
、介
護
の
施
設
や
現
場

を
体
験
し
た
学
生
が
、「
日
本
で

福
祉
の
担
い
手
に
な
り
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。介
護
以

外
の
仕
事
に
つ
い
て
も「
日
本

で
学
び
た
い
」と
言
う
学
生
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。将
来
、深

刻
な
労
働
力
不
足
が
予
測
さ

れ
る
日
本
で
学
生
た
ち
が
働
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
れ
は
貴

重
な
労
働
力
に
な
り
ま
す
。彼

ら
の
夢
も
か
な
い
ま
す
。定
住

し
、交
流
が
深
ま
れ
ば
結
婚
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

両
国
の
国
旗
は「
太
陽
と

星
」。互
い
に
存
在
感
を
発
揮
し

な
が
ら
、支
え
た
り
、補
っ
た
り

し
合
え
る
最
高
の
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
れ
る
日
を
楽
し
み
に
、引

き
続
き
交
流
を
深
め
ま
す
。

ベトナム最大の都市ホーチミンはベトナムの経済的中心地。面積2095k㎡（一関市の約1.6

倍）、人口約720万人（一関市の57倍）。ハイテク産業などが栄え、およそ30万の企業がある

ホーチミン市

ハノイ市


